[bookmark: _GoBack]別記様式第1号(第5条関係)
	　　　　　　　　　　　　　　　下水道事業受益者申告書
	※整理番号
	※受益者番号

	
	　
	　


　　年　　月　　日
　　榛東村長　　　　様
	　
	建物の所有者
	住　　所　　　　　　　　　　

	
	(2人以上の場合は所有者代表)
	氏　　名　　　　　　　　　　
電話番号　　　　　　　　　　


　　榛東都市計画下水道事業受益者負担に関する条例施行規則第5条第1項の規定により次のとおり申告します。
	　
	建物の所在
	地目
	建物用途
	地積
(m2)
	建物所有者登記名義人
	建物所有者以外の権利者(同一の土地について2人以上の場合は代表者)

	
	大字
	地番
	公簿
	現況
	
	
	
	地積(m2)
	権利の種類
	権利の存続期間
	住所
	氏名

	1
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	備考
	　


　　　同一の建物について所有又は権利者が2人以上いるので、次のとおり連署します。
	所有者
	住所
	
	
	
	

	
	氏名
	
	
	
	

	権利者
	住所
	
	
	
	

	
	氏名
	
	
	
	


　(注)　※印は、記入しないでください。
　(注)　裏面の申告するときの注意事項をよくお読みください。








　(裏面)
申告するときの注意事項
　(1)　この申告は、負担金の「賦課対象区域」として公告された地域内の建物の所有者が受益者として申告するものです。
　(2)　上記の建物について、質権、使用貸借権又は賃貸借権などの権利が設定されている場合(一時使用の場合は除く。)は、それぞれの権利者が受益者となり申告することになります。しかし、その事実を確認する必要がありますので必ず所有者と連署してください。
　(3)　申告がない場合又は申告の内容が事実と異なる場合は、申告によらないで申告すべき事項を村が認定し建物の所有者に負担金を課することになりますので、正しい申告をしてください。
　(4)　同一の建物について2人以上の所有者又は権利者がある場合は、代表者を選定してください。なお、所有者又は権利者はそれぞれ所定の欄に連署してください。
　(5)　「建物の所在」の欄には、建物の所在地を地番ごとに記入してください。
　(6)　「地目」の欄には、宅地、田等公簿に従つて記入してください。
　(7)　「用途」の欄には、一般住宅、集合住宅、店舗、事業所など実際に使用している様子を記入してください。
　(8)　「地積」の欄には、当該建物にかかる敷地面積を記入してください。
　(9)　「権利の種類」の欄には、質権、使用貸借権、賃貸借権などの別を記入してください。
　(10)　「備考」の欄には、所有者の移転登記がなされていない場合等について、その理由やその他参考になる事項を記入してください。
　(11)　この申告書の提出後、受益者に変更のあつた場合は、その旨を速やかに届け出てください。
　(12)　この申告書は、　　年　　月　　日までに榛東村役場へ提出してください。
